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1. 平成28年3月期第3四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年12月31日）

(2) 連結財政状態

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部の合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。
なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第3四半期 34,816 5.4 8,775 11.7 5,923 2.9
27年3月期第3四半期 33,021 △3.1 7,852 △12.3 5,756 4.3

（注）包括利益 28年3月期第3四半期 2,030百万円 （△89.5％） 27年3月期第3四半期 19,341百万円 （236.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第3四半期 333.62 299.40
27年3月期第3四半期 324.19 291.11

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第3四半期 3,246,774 193,524 5.9
27年3月期 3,545,984 192,693 5.4
（参考）自己資本 28年3月期第3四半期 193,377百万円 27年3月期 192,594百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 30.00 ― 35.00 65.00
28年3月期 ― 35.00 ―
28年3月期（予想） 35.00 70.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,700 △4.5 7,000 △4.8 394.22



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料Ｐ.2「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料Ｐ.2「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に

基づく四半期財務情報に対するレビュー手続きは終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当行としてその

実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期3Q 18,497,786 株 27年3月期 18,497,786 株
② 期末自己株式数 28年3月期3Q 741,874 株 27年3月期 740,989 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期3Q 17,756,334 株 27年3月期3Q 17,757,351 株
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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

 (1) 経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の損益状況につきましては、経常収益は、貸出金利息の減少等により資金

運用収益が減少したものの、国債等債券売却益や株式等売却益の増加等により、前年同期比 17 億 95 百

万円増の 348億 16 百万円となりました。 

経常費用は、営業経費は減少したものの、国債等債券償還損や貸倒引当金繰入額が増加したことなど

から、前年同期比 8億 71百万円増の 260 億 40百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前年同期比 9億 23百万円増の 87 億 75百万円、親会社株主に帰属する四半期

純利益は、同 1 億 67百万円増の 59億 23 百万円となりました。 

(2) 財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の連結財政状態につきましては、預金等（譲渡性預金を含む）は、公金

預金の減少を主因として、前連結会計年度末比 2,820億円減少し 2兆 9,877 億円となりました。 

貸出金は、法人向け貸出、個人向け貸出、地方公共団体向け貸出ともに増加したことから、前連結会

計年度末比 305 億円増加し 1 兆 7,715億円となりました。 

有価証券は、国債等債券の売却等により、前連結会計年度末比 553 億円減少し 1 兆 3,274 億円となり

ました。 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 27年７月 31日に公表いたしました業績予想に変更はございません。 

 

2．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の処理 

当行の税金費用は、当第３四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定してお

ります。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合

には、法定実効税率を使用する方法によっております。 

また、連結子会社は、税引前四半期純利益に、法定実効税率を乗じて計算する方法によっております。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22号 平成 25 年９月 13日。以下「連

結会計基準」という。）、及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 25 年９月 13

日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続し

ている場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関

連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結

会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額

の見直しを企業結合日の属する連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたしま

す。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っ

ております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度につい

ては、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項（４）、連結会計基準第 44－５

項（４）及び事業分離等会計基準第 57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期

連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

現金預け金 274,895 53,326

コールローン及び買入手形 105,000 55,000

買入金銭債権 6,094 4,177

商品有価証券 2 3

金銭の信託 4,985 5,025

有価証券 1,382,794 1,327,459

貸出金 1,741,015 1,771,532

外国為替 1,796 1,630

その他資産 6,143 7,436

有形固定資産 16,513 16,193

無形固定資産 2,194 1,775

退職給付に係る資産 2,773 3,744

繰延税金資産 6 6

支払承諾見返 8,187 6,684

貸倒引当金 △6,419 △7,221

資産の部合計 3,545,984 3,246,774

負債の部

預金 3,053,744 2,846,937

譲渡性預金 216,023 140,824

コールマネー及び売渡手形 10,000 -

借用金 13,837 13,831

外国為替 5 14

新株予約権付社債 12,017 12,061

その他負債 20,693 15,875

役員賞与引当金 22 16

退職給付に係る負債 2,372 2,567

役員退職慰労引当金 4 2

睡眠預金払戻損失引当金 469 400

偶発損失引当金 237 306

繰延税金負債 15,675 13,727

支払承諾 8,187 6,684

負債の部合計 3,353,290 3,053,249

純資産の部

資本金 12,089 12,089

資本剰余金 4,811 4,811

利益剰余金 132,389 137,070

自己株式 △3,742 △3,747

株主資本合計 145,548 150,224

その他有価証券評価差額金 48,401 45,062

繰延ヘッジ損益 △1,289 △1,961

退職給付に係る調整累計額 △65 52

その他の包括利益累計額合計 47,046 43,153

新株予約権 98 146

純資産の部合計 192,693 193,524

負債及び純資産の部合計 3,545,984 3,246,774
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

経常収益 33,021 34,816

資金運用収益 25,961 25,679

（うち貸出金利息） 15,167 14,554

（うち有価証券利息配当金） 10,510 10,914

役務取引等収益 5,519 5,678

その他業務収益 536 1,364

その他経常収益 1,004 2,094

経常費用 25,169 26,040

資金調達費用 1,404 1,510

（うち預金利息） 945 907

役務取引等費用 2,140 2,283

その他業務費用 133 978

営業経費 20,795 19,780

その他経常費用 695 1,486

経常利益 7,852 8,775

特別利益 264 80

固定資産処分益 264 80

特別損失 104 132

固定資産処分損 104 77

減損損失 - 54

税金等調整前四半期純利益 8,012 8,724

法人税等 2,255 2,800

四半期純利益 5,756 5,923

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,756 5,923
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 5,756 5,923

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 13,968 △3,341

繰延ヘッジ損益 △741 △671

退職給付に係る調整額 354 118

持分法適用会社に対する持分相当額 3 2

その他の包括利益合計 13,585 △3,893

四半期包括利益 19,341 2,030

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 19,341 2,030

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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〔説明資料〕平成２８年３月期第３四半期決算の概要【単体】

（１） コア業務純益・業務純益

（単位：百万円）

前年同期比 増減率

経常収益 34,792 1,805 5.4% 32,987

コア業務粗利益 27,552 △ 425 △1.5% 27,977

資金利益 24,172 △ 387 △1.5% 24,559

役務取引等利益 3,386 17 0.5% 3,369

その他業務利益（国債等債券損益を除く） △ 6 △ 54 △112.5% 48

経費（△） 19,535 △ 643 △3.1% 20,178

コア業務純益 8,016 217 2.7% 7,799

国債等債券損益 392 38 10.7% 354

一般貸倒引当金繰入額(△）　Ａ 168 168 － －                  

業務純益 8,240 87 1.0% 8,153

臨時損益 515 845 256.0% △ 330

うち不良債権処理額（△）　　　Ｂ 1,173 644 121.7% 529

うち貸倒引当金戻入益　　　 　Ｃ － △ 307 △100.0% 307

うち償却債権取立益　           Ｄ 7 7 － 0

うち株式等関係損益 1,616 1,452 885.3% 164

経常利益 8,756 933 11.9% 7,823

特別損益 △ 51 △ 217 △130.7% 166

四半期純利益 5,905 172 3.0% 5,733

経常費用(△) 26,036 873 3.4% 25,163

与信費用(△)　Ａ+Ｂ-Ｃ-Ｄ 1,334 1,113 503.6% 221

平成27年3月期
第3四半期
(9ヵ月間)

平成28年3月期
第3四半期
(9ヵ月間)

１．損益の状況

7,7998,268 8 ,016
7,823

8,7568,920

5,905
5,7335,482

0

5,000

10,000

百万円
コア業務純益 経常利益 四半期純利益

26/3期
第3四半期

累計

27/3期
第3四半期

累計

28/3期
第3四半期

累計

（２） 経常利益・四半期純利益

経常利益は、株式等売却益が増加したことなどから、前年同期比９億円増加の87億円となり、四
半期純利益は、同１億円増の59億円となりました。

資金利益は、利回りの低下により前年同期比３億円減少し、役務取引等利益は前年並となりま
した。また、経費は預金保険料の減少を主因として前年同期比６億円減少しました。

この結果、コア業務純益は、前年同期比２億円増加の80億円となり、国債等債券損益と一般貸
倒引当金繰入額を加えた業務純益は、同0.8億円増加の82億円となりました。

 損益の推移

減
益
要
因

△ 54△ 387

+ 17

+ 643

（百万円）

増
益
要
因

資金利益

役務取引
等利益

その他業務利益
（国債等債券損益除く）

経費

 コア業務純益の増減要因
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貸出金残高は、地方公共団体向け貸出のほか、法人向けおよび個人向け貸出が増加したことから、

前年同期比971億円（5.7％）増加の1兆7,715億円となりました。 また、平均残高は、同854億円（5.1％）

増加の1兆7,373億円となりました。

（単位：億円、％）

9,061 9,432

3,394 3,495

3,361 3,817

9,907

3,603

4,204

0

5,000

10,000

15,000

25/12末 26/12末 27/12末

億円

法人 個人 地方公共団体

9,013 9,358

3,200 3,310

3,383
3,850

9,680

3,421

4,270

0

5,000

10,000

15,000

億円
法人 個人 地方公共団体

 貸出金末残の推移

16,744
15,817

16,519
15,597

17,715 17,373

※平残は第3四半期累計期間（9ヵ月間）の計数

２． 貸出金

 貸出金平残の推移

25年12月末 26年12月末 27年12月末 27年3月末前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

貸出金末残 15,817 16,744 17,715 971 5.7 17,410

貸出金平残 15,597 16,519 17,373 854 5.1 16,607

（２） 個人ローン

（１） 中小企業向け貸出金

中小企業向け貸出金残高は、岩手県内向けが前年同期比142億円（4.3％）増加の3,418億円、

全体では同303億円（6.4％)増加の4,998億円となりました。

個人ローン残高は、住宅ローン残高が前年同期比79億円（2.4％）増加の3,301億円、総体の残高

は同109億円（3.1％）増加の3,522億円となりました。

26/3期
第3四半期

累計

27/3期
第3四半期

累計

28/3期
第3四半期

累計

4,998
4,695

4,270

3,276
3,418

3,104

0

2,000

4,000

6,000

25/12末 26/12末 27/12末

末残、億円
中小企業向け貸出金 うち岩手県内

 中小企業向け貸出金残高の推移

3,132

3 ,522
3,413

3,312

3,222

3 ,301

0

1,000

2,000

3,000

4,000

25/12末 26/12末 27/12末

末残、億円 個人ローン うち住宅ローン

 個人ローン残高の推移
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4,933 5,338

6,170

19,42419,20518,916

5,660

5,5306,860

115117124

0

10,000

20,000

30,000

億円 個人 一般法人 公金 金融機関

預金および譲渡性預金（以下、預金等）の残高は、個人預金、法人預金は増加したものの、公金

預金の減少がこれを上回ったことから、前年同期比258億円（0.8％）減少の2兆9,879億円となりまし

た。また、平均残高は、前年同期比101億円（0.3％）減少の3兆731億円となりました。

（単位：億円、％）

5,235 5,662

4,939

19,57619,44219,250

5,829

4,3875,907

879396

0

10,000

20,000

30,000

25/12末 26/12末 27/12末

億円 個人 一般法人 公金 金融機関

 預金等末残の推移  預金等平残の推移

30,489 29,879 30,835 30,73130,137 30,832

※平残は第3四半期累計期間（9ヵ月間）の計数

３． 預金、譲渡性預金

25年12月末 26年12月末 27年12月末 27年3月末前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

預金等末残 30,489 30,137 29,879 △ 258 △ 0.8 32,699

預金等平残 30,835 30,832 30,731 △ 101 △ 0.3 30,597

４． 預り資産

預り資産の販売額は、投資信託が前年同期比29億円、公共債が同10億円減少した一方、保険

が同43億円増加したことから、総体では３億円の増加となりました。また、保険の有効契約残高を

含む預り資産の残高は、前年同期比35億円減少し、2,566億円となりました。

28年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

販売合計 395 3 0.9

投資信託 171 △ 29 △14.8

公共債 19 △ 10 △ 34.4

保険 205 43 27.1

（単位：億円、％）
 預り資産残高の推移

※保険については有効契約残高を記載しております。

1,161 1,309 1 ,453

707 507 300

600 784 812

0

1,000

2,000

3,000

25/12末 26/12末 27/12末

億円
保険 公共債 投資信託

2,601
2,469 2,566

26/3期
第3四半期

累計

27/3期
第3四半期

累計

28/3期
第3四半期

累計

 販売額の状況
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有価証券残高は、株式や投資信託等の残高が増

加した一方、国債等の債券の運用残高が減少したこ

とから、前年同期比528億円（3.8％）減少の1兆3,270

億円となりました。また、平均残高は、同173億円

（1.3％）減少し、1兆2,932億円となりました。

（単位：億円、％）

11,606 11,374

1,230

10,560

429 480

510

1,040

1,213

985
415 713

7,000

9,000

11,000

13,000

25/12末 26/12末 27/12末

億円

債券 株式 外国証券 その他証券

※平残は第3四半期累計期間（9ヵ月間）の計数

５． 有価証券
 有価証券末残の推移

13,79813,492 13,270

25年12月末 26年12月末 27年12月末 27年3月末前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

有価証券末残 13,492 13,798 13,270 △ 528 △ 3.8 13,823

有価証券平残 12,721 13,105 12,932 △ 173 △ 1.3 13,141

有価証券の評価差額（含み益）は、前年同期比

49億円減少し、655億円の含み益（うち債券351億

円、株式256億円、投資信託等46億円）となりまし

た。

275

228

406
351

256

176

37

69
46

0

200

400

600

800

25/12末 26/12末 27/12末

億円
債券 株式 その他（投資信託等）

 有価証券の評価差額（含み益）の推移

655
704

489

（２） 有価証券関係損益

有価証券関係損益は、国債等債券の売却益や株式等の売却益が増加したことなどから、前年同期

比14億円増加し、プラス20億円となりました。

26年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

27年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

28年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

27年3月期
前年同期比

国債等債券損益 A 507 354 392 38 407
売却益 825 487 1,333 846 552
償還益 － － － － －
売却損（△） 43 114 5 △ 109 114
償還損（△） 274 18 936 918 31
償却（△） － － － － －

株式等関係損益 B 96 164 1,616 1,452 161
売却益 166 246 1,618 1,372 246
売却損（△） － 0 － △ 0 0
償却（△） 70 81 1 △ 80 84

有価証券関係損益 A＋B 604 519 2,008 1,489 568

（１） 有価証券の評価差額（含み益）の状況

（単位：百万円）

※当行では四半期洗替法を採用しております。
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与信費用は、前年同期比11億円増加し、13億円となりました。個別貸倒引当金繰入額の増加等に

より、不良債権処理額が前年同期比で増加したことなどによるものです。

６． 与信費用

26年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

27年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

28年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

27年3月期
前年同期比

与信費用 △ 316 221 1,334 1,113 △ 448

一般貸倒引当金繰入額 － － 168 168 －

不良債権処理額 307 529 1,173 644 535

貸出金償却 20 13 1 △ 12 13

個別貸倒引当金繰入額 － － 952 952 －

偶発損失引当金繰入額 113 168 132 △ 36 171

債権売却損 173 348 87 △ 261 350

貸倒引当金戻入益 （△） 623 307 － △ 307 983

償却債権取立益 （△） － 0 7 7 0

（単位：百万円）

25年12月末 26年12月末 27年12月末 27年3月末
前年同期比

破産更生債権及び

これらに準ずる債権
126 90 87 △ 3 86

危険債権 228 185 218 33 188

要管理債権 93 108 106 △ 2 101

合 計 448 384 413 29 377

７． 金融再生法開示債権

金融再生法開示債権は、前年同期比29億円増加しました。また、不良債権比率は、不良債権残

高が増加したことから、前年同期比0.04㌽上昇し2.31％となりました。 なお、当行では部分直接償

却を実施しておりませんが、実施した場合の不良債権比率は2.19％となります。

（単位：億円）

破産更生債権等

要管理債権108

228 185

126
90

93 106

218

87

0

100

200

300

400

500
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億円

 金融再生法開示債権の推移

448

384

危険債権

413

0.0
25/12末 26/12末 27/12末

2.31

2.81

2.27

2.15
2.59

2.192.0

3.0

4.0

％

不良債権比率

部分直接償却を実施した場合の不良債権比率

 総与信額に対する比率の推移
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 平成 28 年 3 月期第 3 四半期決算の概要（単体） 

 
 

１．損益の状況 

 

   平成28年3月期 

第3四半期 

（9ヵ月） 

（Ａ） 

 平成27年3月期 

第3四半期 

（9ヵ月） 

（Ｂ） 

 平成28年3月期 

業績予想 

（12ヵ月） 

 

 

業績予想比 

進捗率 

 
   前年同期比 

(Ａ)－(Ｂ) 
 

経 常 収 益 34,792 1,805 32,987   

業 務 粗 利 益 27,944 △   388 28,332   

（除く国債等債券損益（５勘定尻）） 27,552 △   425 27,977   

 資 金 利 益 24,172 △   387 24,559   

 役 務 取 引 等 利 益 3,386 17 3,369   

 
そ の 他 業 務 利 益 385 △    18 403   

（ う ち 国 債 等 債 券 損 益 ） 392 38 354   

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ） 19,535 △   643 20,178   

 人 件 費 10,561 66 10,495   

 物 件 費 7,873 △   796 8,669   

 税 金 1,100 87 1,013   

実 質 業 務 純 益 8,408 255 8,153   

 コア業務純益（除く国債等債券損益） 8,016 217 7,799 10,000 80.1% 

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 168 168 －   

業 務 純 益 8,240 87 8,153   

 うち国債等債券損益（５勘定尻） 392 38 354   

臨 時 損 益 515 845 △   330   

 ② 不 良 債 権 処 理 額 1,173 644 529   

  貸 出 金 償 却 1 △    12 13   

  個別貸倒引当金繰入額 952 952 －   

  偶発損失引当金繰入額 132 △    36 168   

  債 権 売 却 損 87 △   261 348   

 (貸倒償却引当費用①＋②） 1,341 812 529   

 ③ 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 － △   307 307    

 ④ 償 却 債 権 取 立 益 7 7 0    

 株 式 等 関 係 損 益 1,616 1,452 164    

 

 

株 式 等 売 却 益 1,618 1,372 246   

 株 式 等 売 却 損 － △    0 0   

 株 式 等 償 却 1 △    80 81   

 退職給付費用（臨時分） 176 △   371 547   

 そ の 他 臨 時 損 益 241 △    33 274   

経 常 利 益 8,756 933 7,823 10,700 81.8% 

特 別 損 益 △    51 △   217 166 

 

 

 
固 定 資 産 処 分 損 益 3 △   163 166   

減 損 損 失 54 54 －   

税 引 前 四 半 期 純 利 益 8,704 714 7,990   

法 人 税 等 2,799 543 2,256  

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 5,905 172 5,733 7,000 84.3% 
    

 
  

与信関連費用（①＋②－③－④） 1,334 1,113 221    

(注)記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 

(単位：百万円) 
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２．貸出金の残高 

                                        （単位：億円） 

 平成 27 年 12 月末 

 

 平成 26 年 12 月末  平成 27 年 3月末 

平成26年12月末比 

貸出金（平残） 17,373 854 16,519 16,607 

貸出金（末残） 17,715 971 16,744 17,410 

 中小企業等貸出残高 8,602 412 8,190 8,728 

  中小企業向け貸出残高 4,998 303 4,695 5,201 

  個人向け貸出残高 3,603 108 3,495 3,527 

   消費者ローン 3,522 109 3,413 3,441 

    住宅ローン 3,301 79 3,222 3,240 

 

岩手県内貸出金（末残） 11,311 597 10,714  11,417 

 
 
３．預金等の残高 

                                        （単位：億円） 

 平成 27 年 12 月末 

 

 平成 26 年 12 月末 

 

 平成 27 年 3月末 

平成26年12月末比 

預金等（平残） 30,731 △    101 30,832 30,597 

預金等（末残） 29,879 △   258 30,137 32,699 

 個 人 19,576 134 19,442 19,272 

 法 人 5,829 167 5,662 5,496 

 金 融 87 △    6 93 362 

 公 金 4,387 △   552 4,939 7,567 

      

岩手県内預金等（末残） 27,647 △   242 27,889  30,491 

（注）預金等＝預金＋譲渡性預金 
 
 
４．預り資産の残高 

                                          （単位：億円） 

 平成 27 年 12 月末 

 

 平成 26 年 12 月末  平成 27 年 3月末 

平成26年12月末比 

投 資 信 託 812 28 784 814 

公 共 債 300 △    207 507 457 

個人年金保険等 1,453 144 1,309 1,353 

  合  計 2,566 △     35 2,601 2,625 

（注）個人年金保険等は有効契約残高を記載しております。 
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５．時価のある有価証券の評価差額 
                                               (単位：億円） 

 
平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末 

 

平成 27 年 3月末 

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額 

 うち益 うち損  うち益 うち損  うち益 うち損 

その他有価証券 12,881 655 684 29 13,399 704 720 15 13,422 704 722 17 
 株式 499 256 258 1 468 228 229 1 515 270 271 0 

債券 10,234 351 353 1 11,037 406 407 0 10,869 353 353 0 

その他 2,147 46 73 26 1,893 69 82 13 2,037 80 97 16 

（注）満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 

                                             (単位：億円） 

 
平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末  平成 27 年 3月末 

帳簿 

価額 

含み損益 帳簿 

価額 

含み損益 帳簿 

価額 

含み損益 

 うち益うち損  うち益 うち損  うち益 うち損 

満期保有目的  380 32 33 0 416 30 30 0 412 27 27 0 

 債券 325 32 32 － 337 28 28 －  337 26 26 － 

 その他 54 0 0 0 78 1 1 0  75 1 1 0 

 
６．金融再生法開示債権 
                                         （単位：億円） 

 平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末  平成 27 年 3月末 

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
87 90 86 

危 険 債 権 218 185 188 

要 管 理 債 権 106 108 101 

  合 計 413 384 377 
 

不 良 債 権 比 率    2.31％    2.27％   2.15％ 

（注）上記の平成 27 年 12 月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第 4条に規定

する各債権のカテゴリーにより分類し、当行の定める自己査定基準に基づいた平成 27 年 12 月末時点の債務者

区分による残高であります。 

※債務者区分との関係 

   破産更生債権及びこれらに準ずる債権：実質破綻先、破綻先の債権 

   危険債権 ：破綻懸念先の債権 

   要管理債権：要注意先のうち、元本または利息の支払いが 3 カ月以上延滞しているか、又は貸出条件を

緩和している債権 

（参考）部分直接償却を実施した場合 

  当行は、部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の不良債権比率は、2.19％となります。 

（単位：億円） 

 平成 27 年 12 月末 平成 26 年 12 月末  平成 27 年 3月末 

金融再生法開示債権 390 362  356 

不 良 債 権 比 率 2.19％ 2.15％  2.03％ 

 

７．自己資本比率 

平成 27 年 12 月末時点の自己資本比率（国内基準）については、現在算出中であり、確定次第、開

示する予定であります。 
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